
別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

総事業費
1,924,000

（事業実施主
体（市町村）
の総事業費）

交付金事業に要
した経費

1,800,000 1,800,0001
地域活性
化措置

小児インフルエンザ
予防接種事業

愛川町

番号 備　考交付金充当額
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業の名称措置名



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
措置名 交付金事業の名称

地域活性化措置 小児インフルエンザ予防接種事業

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 愛川町

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

【主要政策・施策】
・第５次愛川町総合計画後期基本計画
・第３部健康でゆとりとふれあいのまちづくり
　　第２章いきいきと暮らす生涯健康づくりの推進
　　　第１節健康づくりの推進
　〈基本方針〉
　　住民の日常生活における心と体の健康の維持・増進をめざし、疾病予防対策や保健サービスなどの
　取組みを通じて、生涯にわたる健康づくりの支援につとめます。

【目標】
　『健康づくりの推進』について「満足」と感じる住民の割合
　　現状　 40.3％（平成28年度）
　　目標値 56.0％（令和４年度）

交付金事業実施場所 愛川町内医療機関ほか

交付金事業の概要

・小児インフルエンザ予防接種委託費
・「住民の健康の増進」「生涯にわたる健康づくりの支援」は第５次愛川町総合計画後期基本計画の基本方
針に掲げられており、小児インフルエンザ予防接種の実施はこの基本方針に則り実施されている。インフル
エンザは急性呼吸器感染症で、合併症（特に肺炎）を併発した場合に重篤になりやすいことから予防が重要
な感染症のひとつであり、学校や幼稚園・保育園などでの感染拡大の予防などが課題となっている。そこ
で、交付金を活用することで、予防接種をしやすい環境を整えるとともに、住民の健康づくりへの意識を高
めることができ、また、医療費抑制への効果も期待することができる。



達成度 ％ 112.00 98.11 68.49

交付金事業の活動指標
及び活動実績

件 2,417 2,496 1,924
活動見込 件 2,158 2,544 2,809

活動指標 単位 令和元年度 令和２年度 令和３年度

予防接種実施件数
（支払分）

活動実績

27.34
目標値 ％ 40.00

達成度 ％ 68.35

事業期間の設定理由

予防接種の
接種率40％

予防接種の
接種率：接
種者数÷助
成対象人口

×100

成果実績 ％
成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和３年度

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施年度末に評価を実施。

　本交付金を活用し、当該事業を実施した結果、新型コロナウイルスワクチンの接種と重
なり、本町の医療機関のインフルエンザワクチンの接種時期が遅れたことなどから、接種
率は27.34％にとどまり、令和２年度の接種率34.43％から7.09ポイント減となったため、
成果指標の目標値達成に至りませんでしたが、令和４年度以後においても、事業を継続し
ていくことで、制度の定着を図り、接種率の向上に努めてまいります。

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

　令和３年度　 事業終了（予定）年度 令和３年度事業開始年度



小児インフルエンザ予防接
種業務委託

随意契約 一般社団法人厚木医師会 1,924,000

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

1,800,000

1,800,000

1,800,000

1,800,000

2,417,000 2,496,000 1,924,000

　　　　　　　づけられている当該都道府県又は市町村の上位政策・施策とその目標を記載すること。

　　　　　　　の目標を踏まえて定量的に記載すること。当該事業の定量的評価が困難な場合には、成果目標の欄

　　　　　　　に、定性的な目標を、交付金事業の定性的な成果及び評価等の欄に、定性的な成果及び評価を記載

　　　　　　　すること。

　　　　　　　載すること。

　　　　（６）　成果目標及び成果指標の欄は、交付金事業に関係する都道府県又は市町村の主要政策・施策とそ

　　　　（７）　評価年度及び評価年度の設定理由の欄は、交付金事業の内容、成果目標及び成果指標を踏まえ記

　　　　　　　　なお、交付金事業の評価に第三者機関等を活用する場合、評価年度の設定には当該機関等による
　　　　　　　評価実施時期も考慮すること。

（備考）（１）　事業ごとに作成すること。 
　　　　（２）　番号の欄には、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。
　　　　（３）　交付金事業の概要の欄は、事業内容、必要性、期待される効果等を記載すること。
　　　　（４）　交付金事業に関係する都道府県又は市町村の主要政策・施策とその目標の欄は、当該事業が関連

　　　　（５）　事業期間が複数年度にわたる事業については事業期間の設定理由を記載すること。

交付金事業の担当課室

交付金事業の評価課室

政策局政策部土地水資源対策課

政策局政策部土地水資源対策課

1,800,000

1,800,000

交付金事業の契約の概要

総事業費

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

令和元年度 令和２年度 令和３年度 備　考
交付金事業の総事業費
等



　　　　　　　該機関等による評価についても、併せて報告を行うこと。

　　　　　　　性的な成果及び評価の記載のほか、成果実績が目標値に達しない場合の要因分析及び次年度に向け
　　　　　　　た改善点並びに評価に第三者機関等を活用した場合には当該機関等の評価を記載すること。

　　　　　　　第三者機関等の名称及び構成員等を記載すること。

　　　　　　　と。

　　　　　　　施した課室の名称を記載すること。事業実施課室と評価実施課室が同一でも差支えない。

　　　　（９）　交付金事業の定性的な成果及び評価等の欄は、上記（６）の定量的評価が困難な場合における定

　　　　（10）　評価に係る第三者機関等の活用の有無の欄については、第三者機関等を活用した場合にあっては、

　　　　（11）　交付金事業の活動指標及び活動実績の欄は、当該事業の進捗度、利用量等の活動量を記載するこ

　　　　（12）　交付金事業の契約の概要の欄は、契約件数が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
　　　　（13）　交付金事業の担当課室の欄は事業を実施した課室を、交付金事業の評価課室の欄は事業評価を実

　　　　（８）　成果実績の欄は、評価年度に成果指標に基づき測定した数値を記載すること。ただし、評価年度

　　　　　　　　なお、成果実績を別途報告する際に、交付金事業の評価に第三者機関等を活用する場合には、当
　　　　　　　が到来していない場合は、成果実績の欄は空欄とし、評価年度に別途、報告を行うこと。



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業の名称措置名

総事業費
5,199,200

（事業実施主
体（市町村）
の総事業費）

交付金事業に要
した経費

2,600,000 2,600,0001
地域活性
化措置

口腔がん個別検診事業 愛川町

番号 備　考交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

交付金事業実施場所 厚木歯科医師会（愛川町内医療機関含む）加入の協力医療機関

交付金事業の概要

・口腔がん個別検診委託費
・「住民の健康の増進」「生涯にわたる健康づくりの支援」は第５次愛川町総合計画後期基本計画の基本方
針に掲げられており、口腔がん個別検診の実施はこの基本方針に則り実施されています。近年増加傾向にあ
る「口腔がん」は、早期発見早期治療により治療後の後遺症も少なく、治癒率の高い病気ですが、検診の受
診率が低いことが課題となっています。そこで、交付金を活用し、個別検診を実施することで、検診を受診
しやすい環境を整えるとともに、住民の健康づくりへの意識を高めることができ、また、医療費抑制への効
果も期待することができます。

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 愛川町

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

【主要政策・施策】
・第５次愛川町総合計画後期基本計画
・第３部健康でゆとりとふれあいのまちづくり
　　第２章いきいきと暮らす生涯健康づくりの推進
　　　第１節健康づくりの推進
　〈基本方針〉
　　住民の日常生活における心と体の健康の維持・増進をめざし、疾病予防対策や保健サービスなどの
　取組みを通じて、生涯にわたる健康づくりの支援につとめます。

【目標】
　『健康づくりの推進』について「満足」と感じる住民の割合
　　現状　 40.3％（平成28年度）
　　目標値 56.0％（令和４年度）

措置名 交付金事業の名称

地域活性化措置 口腔がん個別検診事業



評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施年度末に評価を実施。

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

　令和３年度　 事業終了（予定）年度 令和３年度事業開始年度

事業期間の設定理由

検診の受診
率4.00％

検診の受診
率：受診者
数÷検診対
象者数×100

成果実績 ％
成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和３年度

交付金事業の成果目標
及び成果実績

4.71
目標値 ％ 4.00

達成度 ％ 117.75

活動指標 単位 令和元年度 令和２年度 令和３年度

検診実施件数
（支払分）

活動実績

達成度 ％ 156.60 105.22 98.73

交付金事業の活動指標
及び活動実績

人 1,068 1,108 1,244
活動見込 人 682 1,053 1,260



総事業費

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

令和元年度 令和２年度 令和３年度 備　考
交付金事業の総事業費
等

交付金事業の担当課室

交付金事業の評価課室

政策局政策部土地水資源対策課

政策局政策部土地水資源対策課

2,600,000

2,600,000

交付金事業の契約の概要

（備考）（１）　事業ごとに作成すること。 
　　　　（２）　番号の欄には、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。
　　　　（３）　交付金事業の概要の欄は、事業内容、必要性、期待される効果等を記載すること。
　　　　（４）　交付金事業に関係する都道府県又は市町村の主要政策・施策とその目標の欄は、当該事業が関連

　　　　（５）　事業期間が複数年度にわたる事業については事業期間の設定理由を記載すること。

　　　　　　　づけられている当該都道府県又は市町村の上位政策・施策とその目標を記載すること。

　　　　　　　の目標を踏まえて定量的に記載すること。当該事業の定量的評価が困難な場合には、成果目標の欄

　　　　　　　に、定性的な目標を、交付金事業の定性的な成果及び評価等の欄に、定性的な成果及び評価を記載

　　　　　　　すること。

　　　　　　　載すること。

　　　　（６）　成果目標及び成果指標の欄は、交付金事業に関係する都道府県又は市町村の主要政策・施策とそ

　　　　（７）　評価年度及び評価年度の設定理由の欄は、交付金事業の内容、成果目標及び成果指標を踏まえ記

　　　　　　　　なお、交付金事業の評価に第三者機関等を活用する場合、評価年度の設定には当該機関等による
　　　　　　　評価実施時期も考慮すること。

2,600,000

2,600,000

2,600,000

4,475,680 4,579,400 5,199,200

口腔がん検診業務委託 随意契約
一般社団法人厚木歯科医師

会
5,199,200

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

2,600,000



　　　　　　　該機関等による評価についても、併せて報告を行うこと。

　　　　　　　性的な成果及び評価の記載のほか、成果実績が目標値に達しない場合の要因分析及び次年度に向け
　　　　　　　た改善点並びに評価に第三者機関等を活用した場合には当該機関等の評価を記載すること。

　　　　　　　第三者機関等の名称及び構成員等を記載すること。

　　　　　　　と。

　　　　　　　施した課室の名称を記載すること。事業実施課室と評価実施課室が同一でも差支えない。

　　　　（９）　交付金事業の定性的な成果及び評価等の欄は、上記（６）の定量的評価が困難な場合における定

　　　　（10）　評価に係る第三者機関等の活用の有無の欄については、第三者機関等を活用した場合にあっては、

　　　　（11）　交付金事業の活動指標及び活動実績の欄は、当該事業の進捗度、利用量等の活動量を記載するこ

　　　　（12）　交付金事業の契約の概要の欄は、契約件数が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
　　　　（13）　交付金事業の担当課室の欄は事業を実施した課室を、交付金事業の評価課室の欄は事業評価を実

　　　　（８）　成果実績の欄は、評価年度に成果指標に基づき測定した数値を記載すること。ただし、評価年度

　　　　　　　　なお、成果実績を別途報告する際に、交付金事業の評価に第三者機関等を活用する場合には、当
　　　　　　　が到来していない場合は、成果実績の欄は空欄とし、評価年度に別途、報告を行うこと。


